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村 上 隆 一 議 員（ 青 嵐 会 ） 質問方式：一問一答方式 

 

１ 保育料負担軽減について  ～第２子以降保育料無償化 編～ 

（1）保育料が第２子以降無償化になれば「子育てしやすい尾道」と

いう認識が広く周知できると思うがいかがお考えか 

（2）保育料が第２子以降無償化になれば、経済的理由で２人目、３

人目を諦めていたご家庭では子どもが増えていくと予想でき

るがいかがお考えか 

（3）私は、子どもが増えれば、将来尾道市の働く人たちが増え、人

手不足や労働力不足の助けにもなり、税収アップにつながると

考えていますが、尾道市はいかがお考えか 

（4）我が会派青嵐会の勉強会では、０～２歳児すべての保育料を無

料にした場合、２億 9,000 万円程の予算が必要になるというこ

とでしたが、第２子以降無償化にした場合ではどの程度の予算

が必要となりますか 

（5）最終的には、全ての子どもたちが保育料無償化になることが望

ましいと考えていますが、まずは第２子以降保育料を無償化す

るよう研究してみてはいかがか 

 

２ 保育料負担軽減について  ～きょうだいカウント 編～ 

（1）保育料は第１子全額、第２子半額、第３子無料のはずですが、

きょうだいが多くいるご家庭では、そうではなくなる場合があ

ります。きょうだいが多くなればなるほど、経済的負担が大き

くなるのに、きょうだいのカウントが変わり、第３子でも保育

料が全額となります。私は、このことにとても違和感がありま

すが、尾道市はどのようにお考えか 

（2）保育料は第１子全額、第２子半額、第３子無料は経済的負担軽

減策のはずです。第１子第２子の子どもが大きくなればなるほ

ど、経済的負担は増します。きょうだいのカウントが変わって、

第１子で保育料を全額負担しているのに、第３子でも全額負担

では経済的負担の増大になっていると考えるがいかが 

（3）この問解を解決しなければ、もう一人欲しいを叶えられませ

ん。尾道市は、いかなる状況であっても、当たり前のことです

が、第１子は第１子、第２子は第２子、第３子は第３子とその

ままカウントしていただき、第２子は半額、第３子を無料にす

る必要があると考えるがそのようにしてみてはいかがか 

 


